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資料１

マスタープラン（案）について

令和4年5月10日 第10回まちづくり検討会
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■第９回検討会（８月３日開催）以降の状況

９月 生駒市議会定例会にてマスタープラン(素案)を報告

○上位計画等(奈良県建設計画、都市計画)の変更を円滑に
行うためには、地区全体の土地利用計画が必要

令和4年5月10日 第10回まちづくり検討会

９月〜 奈良県との協議

令和３年８月 第９回検討会での意見を踏まえ、修正のうえマスター
プラン(素案)を作成
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追加する「土地利用方針図」

⇒土地利用方針図を「まちづくりの方針」P.51に盛り込む。

令和4年5月10日 第10回まちづくり検討会

機能別土地利用面積の目安

〇一部、文言修正
○上位計画等（奈良県建設計画、都市計画）の変更協議に必要となる地区全体
の土地利用計画として「土地利用方針図」を新たに追加。

■マスタープラン素案の修正について

自然型産業機能 約85ha

都市型産業機能 約173ha

住機能 約30ha

都市機能
（商業・業務等）

自然型産業機能及び
都市型産業機能の用地内に含む。

都市基盤
（道路・公園・緑地等）

道路や緑地・公園についてはそれぞ
れの機能別土地利用用地内に含み、
関係法令等に基づき整備するものと
します。

合計 約288ha
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関西文化学術研究都市（奈良県域）の建設に関する計画（抜粋）

■参考資料

令和4年5月10日 第10回まちづくり検討会

人口の規模
当面の区域内の人口は、約２４千人を想定する。

土地利用計画
①土地利用の考え方
当面の区域は、区域内を北住区と南住区の２住区で構成
し、道路については、東西幹線として、本地区と精華・西木
津地区とを接続する高山東西線を整備するとともに、南北
幹線として高山南北線を整備する。また、公園・緑地につい
ては、地区内外からの連続性や利便性を考慮したうえで配
置し、整備する。
両幹線の交差する利便性の高い位置には文化学術研究
ゾーンを配置して、既成の文化学術研究ゾーンとの一体的
整備を図る。
なお、本都市の大阪方面からの玄関口としてふさわしい
複合的都市機能を有した土地利用を図る。

②機能別土地利用面積
当面の区域内の機能別土地利用面積は、次のとおりとす
る。
文化学術研究ゾーン 約７８ｈａ
住宅地ゾーン、公園・緑地ゾーン 約２５５ｈａ


